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◎ 佐賀県有明海区漁業調整委員会指示第６２号 

 

 佐賀県有明海区における第１種区画漁業権（のり養殖業）漁場について、漁

業法第１２０条第１項の規定により次のとおり指示する。 

 

令和５年８月１７日 

佐賀県有明海区漁業調整委員会   

会 長  西 久 保  敏 

 

１ 第１種区画漁業権漁業に基づく、のり養殖施設の周囲５０メートル以内の

区域には、当該漁業権の行使者以外は立入ってはならない。 

ただし、第１種及び第３種区画漁業権（貝類養殖業）漁場内において、当

該漁業権者が漁業権に基づき操業する場合、並びに佐賀県有明海区漁業調整

委員会が特に必要と認めた場合はこの限りでない。 

 

２ 共同漁業権漁業に基づく採貝業及びその他の各種漁業は、第１種区画漁業

権（のり養殖業）漁場及び当該漁場周辺に設けられた１８０メートル、９０

メートル（１００間、５０間）の大船通し、大潮通しの区域内においては、

のり養殖業の操業期間中は操業してはならない。 

ただし、第１種及び第３種区画漁業権（貝類養殖業）漁場内において、当

該漁業権の行使者が漁業権に基づき操業する場合、並びに佐賀県有明海区漁

業調整委員会が特に必要と認めた場合はこの限りでない。 

 

３ 第１種区画漁業権漁業の、のり養殖施設内に出入りする漁船は、佐賀県有

明海区漁業調整委員会が交付する標識旗を掲げなければならない。 

 

４ 指示の期間は、令和５年９月１日から令和１０年８月３１日までとする。 
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◎ 佐賀県有明海区漁業調整委員会指示第６８号 

 

 漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１２０条第１項の規定により佐賀県

有明海区におけるタイラギの採捕について、次のとおり指示する。ただし、佐

賀県有明海区漁業調整委員会が特に必要と認めた場合は、この限りでない。 

 

 令和７年３月１０日 

佐賀県有明海区漁業調整委員会   

会 長  西 久 保  敏   

 

１ 次の区域内においては、タイラギの採捕を禁止する。 

ア、イ、ウ、エ、オ、カ、キ、ク、ケ及びコの各点を順に結んだ直線と最大

高潮時海岸線とによって囲まれた海域（別図のとおり） 

 

点ア 福岡県柳川市七ツ家の南西角に設置された有明海佐賀・福岡両県漁場

境界標石柱と佐賀市川副町大字大詫間字元治搦の南東角に設置された

有明海佐賀・福岡両県漁場境界標石柱とを結んだ直線上の中央点 

（世界測地系） 

点イ 北緯 33 度４分 17 秒  東経 130 度 18 分 14 秒 

点ウ 北緯 33 度４分 23 秒  東経 130 度 17 分 45 秒 

点エ 北緯 33 度６分 39 秒  東経 130 度 15 分 26 秒 

点オ 北緯 33 度５分 44 秒  東経 130 度 12 分 54 秒 

点カ 北緯 33 度４分 36 秒  東経 130 度 11 分 49 秒 

点キ 北緯 33 度３分 18 秒  東経 130 度 11 分 25 秒 

点ク 亀瀬灯標 

点ケ 北緯 32 度 58 分 05 秒 東経 130 度 13 分 40 秒 

点コ 夜灯鼻灯台 

 

２ 指示の期間は、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までとする。 
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全国漁業調整委員会連合会
（全漁調連）から

関係省庁等への R8要望活動実施に向けたスケジュール

佐賀県海区事務局から
R7全漁調連九州ブロック幹事県
（大分海区）に要望内容を提出

全漁調連総会で要望内容案
について協議

全漁調連役員らによる
関係省庁等への要望活動

R7.7

R7.8
（中下旬）

R7.8.29
（期限）

R7.10.30

R8.3

R8.7

松浦海区で要望内容案
について協議（22日）

有明海区で要望内容案
について協議（29日）

佐賀県連合海区で要望内容案
について協議

九州ブロック会議で要望内容
について協議

全漁調連理事会による
内容の精査

九州ブロック幹事県から全漁調連事務局に
要望内容案を提出

議題６－２
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提出年度別の佐賀県要望事項の内容（全漁調連関係）
R2 R3 R4 R5 R6

１．国際委員会での直近の資源評価結果
を反映した、漁獲枠の速やかな（次期管
理期間での）増枠の実現。

１．
     前年と同じ

１．（前年と同趣旨の要望 ＋）
漁獲枠未利用分の繰越上限の堅
持。

１．
     前年と同じ

１．
   前年と同じ

１．
     前年と同じ

２．増枠が承認された場合は、沿岸の零
細な漁船漁業へ優先的に配分。
 配分については、長期的な漁獲実績、
来遊状況、操業特性や漁獲管理の難易度
を配慮。

２．
     前年と同じ

２．
     前年と同じ

２．
     前年と同趣旨

２．
   前年と同じ

２．
     前年と同趣旨

３．強度な資源管理に取り組む計画の共
済契約者について、より高率の掛金補助
を受けられるように共済制度の仕組みの
見直し。

３．漁業者が安心して資源管理に取
り組めるよう、放流活動、休漁に対
する支援への十分な予算確保。
（＋前年と同趣旨の要望）

３．
     前年と同じ

３．
     前年と同じ

３．
   前年と同じ

３．
     前年と同趣旨

４．クロマグロ資源の回復によ
る、イカ等の水産資源への影響評
価の実施。

１．ミニボート利用者の各種安全対策の
徹底を、水産庁及び国土交通省から業界
へ強く働きかけるとともに、購買者等へ
の普及啓発を強化。

１．ミニボート製造業者に対する
JIMA指針検査の受検を義務化。
 利用者については安全講習の受講
の義務化。

１．ミニボートの登録と保険加入
をセットとした制度の創設。

１．
     前年と同じ

１．
   前年と同じ

１．
     前年と同じ

２．ミニボート利用者への、プレジャー
ボート責任保険への加入の義務付け。ま
た、義務化されるまでの間、加入率向上
を図るための施策の強化。

２．
         前年の要望１．と同じ

２．ミニボートの利用者には安全
講習会の受講を、販売者には購入
者に対し安全講習会の受講を促す
ように強く働きかけること。

２．
     前年と同じ

２．
   前年と同じ

２．
     前年と同じ

３．上記１．の検査に合格したミニ
ボートを、日本漁船保険組合の責任
保険の加入対象とすること。

３．
           前年の要望２．と同じ

３．
     前年と同じ

３．
   前年と同じ

３．
     前年と同じ

４．国土交通省、水産庁等がより
一層協力しながらの、安全対策上
の制度創設等。

４．
   前年と同じ

４．
     前年と同じ

R1
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本
県

の
ク

ロ
マ

グ
ロ

漁
業

は
、
沿

岸
海

域
で

延
縄

、
曳

き
縄

釣
、
一

本
釣

等
で

漁
獲

を
行

っ
て

い
る

が
、
漁

獲
制

限
が

開
始

さ
れ

て
以

降
、
漁

獲
対

象
種

を
ブ

リ

や
サ

ワ
ラ

等
に

転
換

し
、

ク
ロ

マ
グ

ロ
を

目
的

と
し

た
操

業
を

自
粛

す
る

こ
と

で
、

配
分

枠
が

少
な

い
な

が
ら

も
漁

獲
可

能
量

の
遵

守
に

努
め

て
き

た
。

 

近
年

は
、

こ
れ

ま
で

あ
ま

り
漁

獲
が

見
ら

れ
な

か
っ

た
時

期
に

ク
ロ

マ
グ

ロ

が
来

遊
し

、
釣

り
や

定
置

網
等

に
お

い
て

漁
獲

が
み

ら
れ

て
い

る
が

、
配

分
枠

遵

守
の

た
め

、
放

流
作

業
や

混
獲

回
避

等
の

労
務

負
担

が
増

大
し

、
漁

家
経

営
の

悪

化
を

招
い

て
い

る
。

 

ま
た

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

の
増

加
に

よ
る

イ
カ

等
の

水
産

資
源

へ
の

影
響

が
懸

念

さ
れ

て
い

る
。

 

 
つ

い
て

は
、

ク
ロ

マ
グ

ロ
資

源
の

適
正

評
価

及
び

零
細

漁
業

者
の

経
営

支
援

の
た

め
、

次
の

事
項

を
要

望
い

た
し

ま
す

。
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・
ク

ロ
マ

グ
ロ

資
源

の
適

正
利

用
 

・
定

置
網

等
に

お
け

る
管

理
手

法
の

確
立

お
よ

び
支

援
措

置
 

・
遊

漁
者

等
の

操
業

自
粛

措
置

 

 １
 

国
際

委
員

会
に

お
い

て
、

直
近

の
デ

ー
タ

に
基

づ
く

資
源

評
価

結
果

を
反

映
し

た
漁

獲
枠

の
増

枠
を

次
期

管
理

期
間

で
実

現
す

る
と

と
も

に
、

漁
獲

枠
未

利
用

分
の

繰
越

上
限

を
堅

持
す

る
こ

と
。

 

２
 

国
際

委
員

会
で

漁
獲

枠
の

増
枠

が
承

認
さ

れ
た

際
は

、
沿

岸
の

零
細

な
漁

船
漁

業
に

優
先

的
に

配
分

し
、

各
県

や
漁

業
種

間
で

不
公

平
が

生
じ

な
い

よ
う

、
操

業
特

性
や

近
年

の
漁

獲
実

態
等

を
考

慮
し

、
大

型
魚

だ
け

で
な

く
、

小
型

魚
も

一
定

程
度

増
枠

す
る

な
ど

よ
り

実
状

に
あ

っ
た

配
分

を
行

う
こ

と
。

 

 １
,
２

関
連

 

資
源

評
価

は
、

国
際

的
な

科
学

機
関

で
あ

る
I
S
C
に

お
い

て
相

当
な

時
間

を

費
や

し
て

実
施

さ
れ

る
も

の
で

、
ま

た
、

1
年

ご
と

の
資

源
評

価
は

現
実

的
で

は
な

い
。
R
6
は

新
た

な
資

源
評

価
が

行
わ

れ
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
こ

れ
を

踏
ま

え
た

増
枠

の
実

現
に

向
け

て
努

力
し

た
い

（
R
6
.
1
2
に

増
枠

実
現

）
。

ま
た

、

漁
獲

枠
未

利
用

分
の

繰
越

に
関

す
る

規
定

の
維

持
も

I
A
T
T
C
と

W
C
P
F
C
の

合
同

作
業

部
会

に
提

案
し

た
【

水
産

庁
】
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度
要

望
 

全
漁

調
連

要
望

に
対

す
る

国
の

回
答

概
要

 

３
 

漁
業

者
が

安
心

し
て

資
源

管
理

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
放

流
活

動
、
休

漁
に

対
す

る
支

援
へ

の
十

分
な

予
算

の
確

保
や

支
援

制
度

の
拡

充
を

図
る

こ

と
。

 

４
 

ク
ロ

マ
グ

ロ
資

源
の

回
復

に
よ

る
、

イ
カ

等
の

水
産

資
源

へ
の

影
響

評
価

を
行

う
こ

と
。

 

漁
獲

枠
の

配
分

に
つ

い
て

は
、
水

産
政

策
審

議
会

が
と

り
ま

と
め

た
「

配
分

の
考

え
方

」
に

従
い

、
国

の
留

保
枠

か
ら

配
分

し
た

も
の

も
含

め
、
沿

岸
漁

業

に
配

慮
し

た
配

分
を

行
っ

て
い

る
【

水
産

庁
】

 

３
関

連
 

厳
し

い
資

源
管

理
に

取
り

組
む

漁
業

者
の

意
見

を
踏

ま
え

つ
つ

、
引

き
続

き
必

要
な

予
算

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
の

関

係
省

庁
と

の
情

報
共

有
を

図
っ

て
い

く
【

水
産

庁
】

 

４
関

連
 

ク
ロ

マ
グ

ロ
に

よ
る

も
の

と
思

わ
れ

る
操

業
被

害
・

漁
具

被
害

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
は

承
知

し
て

い
る

【
水

産
庁

】
 

 
 

ミ
ニ

ボ
ー

ト
に

よ
る

危
険

行
為

の
防

止
に

つ
い

て
 

【
継

続
】

 

海
洋

性
レ

ジ
ャ

ー
と

の
調

整
等

に
つ

い
て

 

 

 
 

内
容

 

規
制

緩
和

に
よ

り
免

許
・
登

録
が

免
除

さ
れ

た
ミ

ニ
ボ

ー
ト
（

長
さ

３
ｍ

未
か

つ
機

関
出

力
1
.
5
k
W
未

満
）

は
、

海
上

交
通

の
基

本
的

ル
ー

ル
す

ら
知

ら
な

い
利

用
者

が
、

耐
航

性
や

他
船

か
ら

の
視

認
性

が
低

い
と

い
う

特
性

を
認

識
し

な
い

ま
ま

沖
合

へ
の

出
航

や
夜

間
航

行
、

船
舶

の
輻

輳
す

る
港

の
周

辺
等

で
遊

漁
を

行
っ

て
お

り
、

操
業

や
漁

船
の

航
行

に
多

大
な

支
障

が
生

じ
て

い
る

。
 

海
上

保
安

庁
が

取
り

ま
と

め
た

ミ
ニ

ボ
ー

ト
の

事
故

発
生

状
況

を
み

る
と

、

平
成

９
年

は
、
年

間
５

０
隻

前
後

で
あ

っ
た

も
の

が
徐

々
に

増
加

し
、
令

和
に

入

っ
て

か
ら

は
、

１
０

０
件

以
上

で
推

移
し

て
い

る
。

 

こ
の

た
め

、
全

国
各

地
で

安
全

講
習

会
の

開
催

や
、

ミ
ニ

ボ
ー

ト
販

売
時

に

「
ミ

ニ
ボ

ー
ト

安
全

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
同

封
す

る
な

ど
の

普
及

活
動

を
積

極
的

に
実

施
さ

れ
て

い
る

も
の

と
認

識
し

て
い

る
。

 

し
か

し
、
海

洋
性

レ
ジ

ャ
ー

人
口

の
増

加
や

、
気

候
変

動
に

伴
う

天
候

急
変

に

内
容

 

・
遊

漁
と

漁
業

の
調

整
 

・
プ

レ
ジ

ャ
ー

ボ
ー

ト
等

の
運

航
に

係
る

安
全

性
の

確
保

と
漁

業
被

害
の

 

防
止

 

・
ミ

ニ
ボ

ー
ト

に
よ

る
危

険
行

為
の

防
止
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3
 

令
和

６
年

度
要

望
 

全
漁

調
連

要
望

に
対

す
る

国
の

回
答

概
要

 

よ
る

海
難

事
故

の
増

加
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

さ
ら

な
る

普
及

活
動

の
徹

底
と

安
全

対
策

上
の

制
度

創
設

が
必

須
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

 

つ
い

て
は

、
海

面
に

お
け

る
海

難
事

故
を

防
止

し
、

人
命

の
安

全
を

守
る

た

め
、

次
の

事
項

を
要

望
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 １
 

ミ
ニ

ボ
ー

ト
所

有
者

の
登

録
と

保
険
（

特
に

遭
難

救
助

費
用

を
対

象
）
加

入

を
セ

ッ
ト

と
し

た
制

度
を

創
設

す
る

こ
と

。
 

２
 

ミ
ニ

ボ
ー

ト
利

用
者

に
安

全
講

習
会

の
受

講
を

促
す

と
と

も
に

、
ミ

ニ
ボ

ー
ト

販
売

業
者

に
も

購
買

者
に

受
講

を
促

す
よ

う
引

き
続

き
強

く
働

き
か

け
る

こ
と

。
 

３
 

衝
突

事
故

防
止

の
た

め
の

目
印

と
な

る
旗

や
レ

ー
ダ

ー
反

射
板

な
ど

の
安

全
装

備
を

必
置

す
る

よ
う

、
引

き
続

き
業

界
に

強
く

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

購
買

者
等

へ
の

普
及

啓
発

を
強

化
す

る
こ

と
。

 

４
 

安
全

対
策

上
の

制
度

創
設

等
に

あ
た

っ
て

は
、
国

土
交

通
省

、
水

産
庁

等
関

係
機

関
が

今
後

と
も

よ
り

一
層

協
力

し
な

が
ら

行
う

こ
と

。
 

 

     

 １
，

２
関

連
 

プ
レ

ジ
ャ

ー
ボ

ー
ト

の
保

有
隻

数
や

海
難

事
故

の
件

数
を

踏
ま

え
る

と
、

保
険

加
入

義
務

付
け

の
法

制
化

は
困

難
で

あ
る

が
、

プ
レ

ジ
ャ

ー
ボ

ー
ト

任

意
保

険
の

加
入

促
進

に
向

け
官

民
挙

げ
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

 

ま
た

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

等
の

配
布

に
よ

り
海

上
交

通
ル

ー
ル

の
遵

守
等

を
周

知
し

て
い

る
ほ

か
、

ボ
ー

ト
ユ

ー
ザ

ー
が

多
く

集
ま

る

イ
ベ

ン
ト

等
に

お
い

て
安

全
講

習
会

の
実

施
に

協
力

し
て

い
る

【
国

交
省

】
 

３
関

連
 

 

水
産

庁
H
P
に

お
い

て
、
マ

リ
ン

レ
ジ

ャ
ー

関
係

者
に

向
け

た
遊

漁
・
海

面
利

用
の

基
本

的
ル

ー
ル
・
マ

ナ
ー

の
情

報
に

加
え

、
海

上
保

安
庁

が
作

成
し

た
安

全
啓

発
の

た
め

の
情

報
を

掲
載

す
る

な
ど

、
周

知
を

図
っ

て
い

る
【

水
産

庁
】
 

４
関

連
 

今
後

も
、
国

交
省

等
関

係
機

関
と

連
携

し
、
遊

漁
者

等
へ

の
安

全
啓

発
・
普

及
活

動
を

推
進

し
て

い
く

【
水

産
庁

】
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1
 

 
令
和
７
年
度
全
国
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
連
合
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
係
る
提
案
議
題
（
要
望
事
項
）
【
事
務
局
案

】
 

令
和

６
年

度
要

望
 

令
和

７
年

度
要

望
（

案
）

 

ク
ロ

マ
グ

ロ
資

源
の

適
正

評
価

及
び

零
細

漁
業

者
の

経
営

支
援

に
つ

い
て

 

【
継

続
】

（
一

部
変

更
）

 

ク
ロ

マ
グ

ロ
資

源
の

適
正

評
価

及
び

零
細

漁
業

者
の

経
営

支
援

に
つ

い
て
（

案
）
 

【
継

続
】

 

 
 

内
容

 

本
県

の
ク

ロ
マ

グ
ロ

漁
業

は
、
沿

岸
海

域
で

延
縄

、
曳

き
縄

釣
、
一

本
釣

等
で

漁
獲

を
行

っ
て

い
る

が
、
漁

獲
制

限
が

開
始

さ
れ

て
以

降
、
漁

獲
対

象
種

を
ブ

リ

や
サ

ワ
ラ

等
に

転
換

し
、

ク
ロ

マ
グ

ロ
を

目
的

と
し

た
操

業
を

自
粛

す
る

こ
と

で
、

配
分

枠
が

少
な

い
な

が
ら

も
漁

獲
可

能
量

の
遵

守
に

努
め

て
き

た
。

 

近
年

は
、

こ
れ

ま
で

あ
ま

り
漁

獲
が

見
ら

れ
な

か
っ

た
時

期
に

ク
ロ

マ
グ

ロ

が
来

遊
し

、
釣

り
や

定
置

網
等

に
お

い
て

漁
獲

が
み

ら
れ

て
い

る
が

、
配

分
枠

遵

守
の

た
め

、
放

流
作

業
や

混
獲

回
避

等
の

労
務

負
担

が
増

大
し

、
漁

家
経

営
の

悪

化
を

招
い

て
い

る
。

 

ま
た

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

の
増

加
に

よ
る

イ
カ

等
の

水
産

資
源

へ
の

影
響

が
懸

念

さ
れ

て
い

る
。

 

 
つ

い
て

は
、

ク
ロ

マ
グ

ロ
資

源
の

適
正

評
価

及
び

零
細

漁
業

者
の

経
営

支
援

の
た

め
、

次
の

事
項

を
要

望
い

た
し

ま
す

。
 

内
容

 

本
県

の
延

縄
、
曳

き
縄

釣
、
一

本
釣

等
の

漁
業

者
は

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

の
漁

獲
制

限
が

開
始

さ
れ

て
以

降
、
漁

獲
対

象
種

を
ブ

リ
や

サ
ワ

ラ
等

に
転

換
し

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

を
目

的
と

し
た

操
業

を
自

粛
す

る
こ

と
で

、
配

分
枠

が
少

な
い

な
が

ら
も

漁
獲

可
能

量
の

遵
守

に
努

め
て

き
た

。
 

ま
た

、
定

置
網

に
つ

い
て

も
近

年
、
ク

ロ
マ

グ
ロ

の
入

網
急

増
が

み
ら

れ
る

よ

う
に

な
っ

て
き

て
お

り
、

配
分

枠
遵

守
の

た
め

の
放

流
作

業
や

混
獲

回
避

等
の

労
務

負
担

が
増

大
し

、
経

営
の

悪
化

を
招

い
て

い
る

。
 

さ
ら

に
、
沿

岸
域

に
お

け
る

ク
ロ

マ
グ

ロ
の

回
遊

行
動

の
変

化
や

、
ク

ロ
マ

グ

ロ
の

増
加

に
よ

る
イ

カ
等

の
水

産
資

源
へ

の
影

響
を

指
摘

す
る

声
が

一
層

強
く

な
っ

て
い

る
。

 

つ
い

て
は

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

資
源

の
適

正
評

価
及

び
零

細
漁

業
者

の
経

営
支

援

の
た

め
、

次
の

事
項

を
要

望
し

ま
す

。
 

 １
 

国
際

委
員

会
に

お
い

て
、

直
近

の
デ

ー
タ

に
基

づ
く

資
源

評
価

結
果

を
反

映
し

た
漁

獲
枠

の
増

枠
を

次
期

管
理

期
間

で
実

現
す

る
と

と
も

に
、

漁
獲

枠
未

利
用

分
の

繰
越

上
限

を
堅

持
す

る
こ

と
。

 

２
 

国
際

委
員

会
で

漁
獲

枠
の

増
枠

が
承

認
さ

れ
た

際
は

、
沿

岸
の

零
細

な
漁

船
漁

業
に

優
先

的
に

配
分

し
、

各
県

や
漁

業
種

間
で

不
公

平
が

生
じ

な
い

よ
う

、
操

業
特

性
や

近
年

の
漁

獲
実

態
等

を
考

慮
し

、
大

型
魚

だ
け

で
な

く
、

小
型

魚
も

一
定

程
度

増
枠

す
る

な
ど

よ
り

実
状

に
あ

っ
た

配
分

を
行

う
こ

と
。

 

 １
 

直
近

の
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
、

国
際

委
員

会
に

お
け

る
資

源
評

価
結

果
を

反
映

し
た

漁
獲

枠
の

増
枠

を
次

期
管

理
期

間
で

実
現

す
る

と
と

も
に

、
漁

獲
枠

未
利

用
分

の
繰

越
上

限
を

堅
持

す
る

こ
と

。
 

２
 

国
際

委
員

会
で

漁
獲

枠
の

増
枠

が
承

認
さ

れ
た

際
は

、
沿

岸
の

零
細

な
漁

業
に

優
先

的
に

配
分

し
、
各

県
や

漁
業

種
間

で
不

公
平

が
生

じ
な

い
よ

う
、

操
業

特
性

や
近

年
の

漁
獲

実
態

等
を

考
慮

し
つ

つ
、
大

型
魚

、
小

型
魚

と
も

に
、

よ
り

資
源

の
実

状
に

あ
っ

た
配

分
に

引
き

続
き

努
め

る
こ

と
。
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議
題

６
－

５



2
 

令
和

６
年

度
要

望
 

令
和

７
年

度
要

望
（

案
）

 

３
 

漁
業

者
が

安
心

し
て

資
源

管
理

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
放

流
活

動
、
休

漁
に

対
す

る
支

援
へ

の
十

分
な

予
算

の
確

保
や

支
援

制
度

の
拡

充
を

図
る

こ

と
。

 

４
 

ク
ロ

マ
グ

ロ
資

源
の

回
復

に
よ

る
、

イ
カ

等
の

水
産

資
源

へ
の

影
響

評
価

を
行

う
こ

と
。

 

３
 

漁
業

者
が

安
心

し
て

資
源

管
理

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
放

流
活

動
、
休

漁
等

に
対

す
る

支
援

へ
の

十
分

な
予

算
の

確
保

や
支

援
制

度
の

拡
充

を
図

る
こ

と
。

 

４
 

沿
岸

域
に

お
け

る
ク

ロ
マ

グ
ロ

の
移

動
生

態
調

査
や

、
資

源
の

回
復

に
よ

る
、

イ
カ

等
の

水
産

資
源

へ
の

影
響

評
価

を
行

う
こ

と
。

 

 
 

ミ
ニ

ボ
ー

ト
に

よ
る

危
険

行
為

の
防

止
に

つ
い

て
 

【
継

続
】

 

ミ
ニ

ボ
ー

ト
に

よ
る

危
険

行
為

の
防

止
に

つ
い

て
（

案
）

 

【
継

続
】

 

 
 

内
容

 

規
制

緩
和

に
よ

り
免

許
・
登

録
が

免
除

さ
れ

た
ミ

ニ
ボ

ー
ト
（

長
さ

３
ｍ

未
か

つ
機

関
出

力
1
.
5
k
W
未

満
）

は
、

海
上

交
通

の
基

本
的

ル
ー

ル
す

ら
知

ら
な

い
利

用
者

が
、

耐
航

性
や

他
船

か
ら

の
視

認
性

が
低

い
と

い
う

特
性

を
認

識
し

な
い

ま
ま

沖
合

へ
の

出
航

や
夜

間
航

行
、

船
舶

の
輻

輳
す

る
港

の
周

辺
等

で
遊

漁
を

行
っ

て
お

り
、

操
業

や
漁

船
の

航
行

に
多

大
な

支
障

が
生

じ
て

い
る

。
 

海
上

保
安

庁
が

取
り

ま
と

め
た

ミ
ニ

ボ
ー

ト
の

事
故

発
生

状
況

を
み

る
と

、

平
成

９
年

は
、
年

間
５

０
隻

前
後

で
あ

っ
た

も
の

が
徐

々
に

増
加

し
、
令

和
に

入

っ
て

か
ら

は
、

１
０

０
件

以
上

で
推

移
し

て
い

る
。

 

こ
の

た
め

、
全

国
各

地
で

安
全

講
習

会
の

開
催

や
、

ミ
ニ

ボ
ー

ト
販

売
時

に

「
ミ

ニ
ボ

ー
ト

安
全

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
同

封
す

る
な

ど
の

普
及

活
動

を
積

極
的

に
実

施
さ

れ
て

い
る

も
の

と
認

識
し

て
い

る
。

 

し
か

し
、
海

洋
性

レ
ジ

ャ
ー

人
口

の
増

加
や

、
気

候
変

動
に

伴
う

天
候

急
変

に

よ
る

海
難

事
故

の
増

加
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

さ
ら

な
る

普
及

活
動

の
徹

底
と

安
全

対
策

上
の

制
度

創
設

が
必

須
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

 

つ
い

て
は

、
海

面
に

お
け

る
海

難
事

故
を

防
止

し
、

人
命

の
安

全
を

守
る

た

め
、

次
の

事
項

を
要

望
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
容

 

免
許

が
不

要
な

ミ
ニ

ボ
ー

ト
（

長
さ

３
ｍ

未
か

つ
機

関
出

力
1
.
5
k
W
未

満
）
は

、

海
上

交
通

の
基

本
的

ル
ー

ル
す

ら
知

ら
な

い
利

用
者

が
、

耐
航

性
や

他
船

か
ら

の
視

認
性

が
低

い
と

い
う

特
性

を
認

識
し

な
い

ま
ま

沖
合

へ
の

出
航

や
夜

間
航

行
、
船

舶
の

輻
輳

す
る

港
の

周
辺

等
で

遊
漁

を
行

う
な

ど
し

、
漁

業
の

操
業

や
漁

船
の

航
行

に
多

大
な

支
障

が
生

じ
て

い
る

。
 

海
上

保
安

庁
が

取
り

ま
と

め
た

ミ
ニ

ボ
ー

ト
の

事
故

発
生

状
況

を
み

て
も

、

令
和

に
入

っ
て

か
ら

毎
年

１
０

０
件

以
上

で
推

移
し

て
い

る
。

 

こ
の

た
め

、
全

国
各

地
で

安
全

講
習

会
の

開
催

な
ど

の
安

全
啓

発
活

動
を

積

極
的

に
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、
今

後
も

海
洋

性
レ

ジ
ャ

ー
人

口
の

増
加

や
、
気

候

変
動

に
伴

う
天

候
急

変
に

よ
る

海
難

事
故

の
増

加
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

さ
ら

な
る

啓
発

活
動

の
徹

底
と

安
全

対
策

上
の

制
度

創
設

が
必

須
と

認
識

し
て

い
る

。
 

つ
い

て
は

、
海

面
に

お
け

る
海

難
事

故
を

防
止

し
、

人
命

の
安

全
を

守
る

た

め
、
次

の
事

項
を

要
望

し
ま

す
。
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3
 

令
和

６
年

度
要

望
 

令
和

７
年

度
要

望
（

案
）

 

 １
 

ミ
ニ

ボ
ー

ト
所

有
者

の
登

録
と

保
険
（

特
に

遭
難

救
助

費
用

を
対

象
）
加

入

を
セ

ッ
ト

と
し

た
制

度
を

創
設

す
る

こ
と

。
 

２
 

ミ
ニ

ボ
ー

ト
利

用
者

に
安

全
講

習
会

の
受

講
を

促
す

と
と

も
に

、
ミ

ニ
ボ

ー
ト

販
売

業
者

に
も

購
買

者
に

受
講

を
促

す
よ

う
引

き
続

き
強

く
働

き
か

け
る

こ
と

。
 

３
 

衝
突

事
故

防
止

の
た

め
の

目
印

と
な

る
旗

や
レ

ー
ダ

ー
反

射
板

な
ど

の
安

全
装

備
を

必
置

す
る

よ
う

、
引

き
続

き
業

界
に

強
く

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

購
買

者
等

へ
の

普
及

啓
発

を
強

化
す

る
こ

と
。

 

４
 

安
全

対
策

上
の

制
度

創
設

等
に

あ
た

っ
て

は
、
国

土
交

通
省

、
水

産
庁

等
関

係
機

関
が

今
後

と
も

よ
り

一
層

協
力

し
な

が
ら

行
う

こ
と

。
 

 

 １
 

ミ
ニ

ボ
ー

ト
の

所
有

者
登

録
制

度
を

創
設

し
、

定
期

的
に

安
全

講
習

会
の

受
講

を
促

す
、

強
い

働
き

か
け

が
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
。

 

   ２
 

衝
突

事
故

防
止

の
た

め
の

目
印

と
な

る
旗

や
レ

ー
ダ

ー
反

射
板

な
ど

の
安

全
装

備
を

必
置

す
る

よ
う

、
引

き
続

き
業

界
に

強
く

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

購
買

者
等

へ
の

普
及

啓
発

を
強

化
す

る
こ

と
。

 

３
 

安
全

対
策

上
の

制
度

創
設

等
に

あ
た

っ
て

は
、
国

土
交

通
省

、
水

産
庁

等
関

係
機

関
が

今
後

と
も

よ
り

一
層

緊
密

に
協

力
し

な
が

ら
行

う
こ

と
。
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20
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20
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20
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20
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【
5月

降
水

量
】

【
8月

降
水

量
】

【
5月

平
均

流
量

】
【

8月
平

均
流

量
】

鹿
島

川
水

系
中

川
の

【
片

山
橋

】
デ

ー
タ

㍉
/月

㌧
/秒

16


